
平成 28年 3月 28日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 

今回も、すまいるホーム上津とすまいるホーム上津・弐番館の職員合同で BS法を使ったカンファレンスのご指

導をして頂きました。 

いつも和やかな雰囲気で普段控えめな職員も積極的に発言をしていました(^^)/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ス タ ッ フ の 声  

利用者様を思う気持ちが各自違い、本当に楽しくやりがいのあるカンファレンスを行うことが出来ました。 

利用者様に『任せられる』『信頼できる』と思ってもらえるケアを行い、本当の意味で“プロ”の介護士を目

指していきたいと考えました。 

 

今回のカンファレンスを行ってあらためて相手の立場になって考えてみる事の大切さ、自分の行っている介助

方法を見直すきっかけになったと思います。どのような声かけをすれば…介助をすれば…不安が解消できるか、

よりよい介助が出来るか考え工夫して行いたいと思います。 

 

日ごろの何気ない声かけや必要以上の介護、利用者様の思いや気持ちを理解していませんでした。 

時間をかけ信頼される間柄を築いていけるようにしたいです。 

 

自己満足なケアではなく、利用者様の事をいつも思ってスタッフ同士で話をしていくことが大切だと思いまし

た。また、目の前の問題だけではなく他にその理由や原因があるということを視野に入れながら利用者様とし

っかりと向き合い日ごろから信頼していただけるようなケアを行っていきたいと考えます。 

 

どういう生活を送っておられたのか、また、使用していた物品は何なのかという、入居前の生活についての情

報が少ないように感じたので、改善していきたと思いました。 


